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一は
じ
め
に
二
〇
一
六
年
初
頭
、
奈
良
県
在
住
の
個
人
か
ら
金
沢
美
術
工
芸
大
学
（
以
下
、
本
学
）
へ
「
架
鷹
図
屏
風
」（
以
下
、
本
品
）
の
寄
贈
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
本
品
は
金
地
押
絵
貼
形
式
の
六
曲
一
双
屏
風
で
あ
り
、
木
製
の
保
存
箱
に
収
め
ら
れ
て
本
学
の
仮
倉
庫
に
一
時
保
管
さ
れ
て
い
た
。
保
存
箱
か
ら
取
り
出
し
て
状
態
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
各
扇
の
本
紙
は
幸
い
に
も
す
べ
て
貼
り
込
ま
れ
た
状
態
で
現
存
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
後
補
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
各
本
紙
に
は
、
異
な
る
姿
勢
で
架
木
（
図
１
図
様
各
部
名
称
参
照
）
に
と
ま
る
鷹
が
一
羽
ず
つ
描
か
れ
、
す
べ
て
に
曾
我
二
直
菴
（
以
下
、
二
直
菴
）
を
想
起
さ
せ
る
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
品
の
来
歴
は
奈
良
県
在
住
の
個
人
が
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
の
他
は
わ
か
ら
ず
、
こ
の
時
点
で
新
出
の
作
品
で
あ
っ
た
た
め
美
術
史
学
的
な
見
地
か
ら
の
考
察
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
印
影
か
ら
二
直
菴
を
そ
の
ま
ま
作
者
と
断
定
す
る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
描
か
れ
る
図
様
に
は
芸
術
的
な
評
価
を
見
い
だ
せ
る
秀
作
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
一
方
、
屏
風
の
状
態
は
、
虫
害
と
汚
損
が
著
し
く
そ
の
影
響
は
本
紙
に
も
及
ん
で
お
り
、
お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
屏
風
に
は
ま
だ
シ
バ
ン
ム
シ
が
生
息
し
て
被
害
を
拡
大
し
て
い
た
。
ま
た
、
骨
格
の
歪
み
や
蝶
番
の
断
絶
な
ど
の
た
め
部
材
の
強
度
は
著
し
く
低
下
し
て
自
立
で
き
ず
、
安
心
し
て
作
品
の
鑑
賞
や
保
存
が
で
き
る
屏
風
の
機
能
は
失
わ
れ
て
い
た
。
早
急
に
修
理
を
実
施
し
な
け
れ
ば
損
失
し
て
し
ま
う
状
態
で
あ
っ
た
。
秀
作
と
感
じ
ら
れ
る
作
品
を
安
易
に
失
っ
て
は
い
け
な
い
。
そ
こ
で
、
同
年
四
月
か
ら
本
学
大
学
院
専
任
教
授
佐
藤
一
郎
先
生
と
筆
者
と
が
協
力
し
て
本
品
の
保
存
修
復
を
目
的
と
し
た
研
究
を
開
始
し
た
２
。
研
究
一
年
目
は
、
損
傷
状
態
の
確
認
、
燻
蒸
、
現
状
の
記
録
・
撮
影
を
実
施
し
た
。
二
〇
一
七
年
三
月
、
本
学
は
こ
の
研
究
の
経
緯
か
ら
本
品
の
寄
贈
を
受
け
入
れ
芸
術
資
料
と
し
た
。
研
究
二
年
目
に
あ
た
る
二
〇
一
七
年
度
は
、
光
学
機
器
を
用
い
た
自
然
科
学
的
基
礎
調
査
の
実
施
、
美
術
史
学
的
見
地
か
ら
制
作
年
代
と
作
者
の
考
証
、
そ
し
て
本
品
の
公
開
や
研
究
成
果
発
表
を
通
し
て
文
化
的
価
値
の
普
遍
化
に
努
め
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
本
品
の
文
化
財
と
し
て
の
認
知
度
は
高
ま
り
、
修
復
事
業
へ
の
賛
同
を
得
ら
れ
、
研
究
三
年
目
の
二
〇
一
八
年
度
か
ら
二
年
間
に
わ
た
る
文
化
財
修
理
を
行
う
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
際
し
て
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
所
蔵
「
架
鷹
図
屏
風
」
修
理
委
員
会
（
以
下
、
修
理
委
員
会
）
を
設
置
し
、
本
品
の
保
存
継
承
に
向
け
て
健
実
な
活
動
を
開
始
し
た
。
修
理
委
員
会
は
筆
者
（
文
化
財
保
存
学
・
日
本
画
）
が
中
心
と
な
り
、
佐
藤
一
郎
先
生
（
絵
画
材
料
学
・
絵
画
技
術
学
）、
加
藤
謙
一
主
査
（
本
学
学
芸
員
、
博
物
館
学
・
博
物
館
教
育
学
）
の
三
名
を
所
蔵
者
と
し
て
ま
た
、
半
田
昌
規
氏
（
国
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修
理
装
潢
師
連
盟
副
理
事
長
、
半
田
九
清
堂
代
表
取
締
役
）、
土
屋
裕
子
氏
（
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
研
究
部
保
存
修
復
課
保
存
修
復
室
長
）、
四
宮
美
帆
子
氏
（
日
本
中
世
絵
画
史
、
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
研
究
部
）
に
第
三
者
の
学
識
経
験
者
と
し
て
ご
承
諾
い
た
だ
き
、
二
〇
一
八
年
度
現
在
に
お
い
て
以
上
の
六
名
で
組
織
し
た
。
第
一
回
修
理
委
員
会
を
六
月
に
開
催
し
て
修
理
方
針
を
固
め
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
本
紙
は
肌
裏
打
ち
紙
ま
で
取
り
替
え
る
こ
と
と
す
る
。
右
隻
第
三
扇
に
確
認
で
き
る
後
補
の
鷹
の
頭
部
は
現
状
を
維
持
す
る
。
屏
風
は
骨
格
を
新
調
し
、
下
地
か
ら
裂
や
縁
ま
で
新
し
い
も
の
と
取
り
替
え
る
が
、
金
具
類
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
再
使
用
す
る
。
保
存
箱
を
新
調
す
る
。
修
理
期
間
の
一
年
目
に
屏
風
の
組
み
上
げ
を
行
い
、
二
年
目
は
本
紙
を
修
理
し
、
上
張
り
、
仕
上
げ
を
し
て
完
了
と
す
る
。
ま
た
、
修
理
を
一
般
財
団
法
人
石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
協
会
へ
委
託
す
る
旨
を
決
定
し
た
。
二
研
究
目
的
文
化
財
修
理
と
並
行
し
て
、
本
品
の
芸
術
性
の
よ
り
深
い
理
解
を
追
求
す
る
た
め
絵
画
材
料
・
絵
画
技
術
に
関
す
る
研
究
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
加
え
て
曾
我
直
庵
（
以
下
、
直
庵
）
の
作
品
と
の
比
較
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
考
察
し
た
。
論
考
に
先
立
ち
考
察
に
必
要
な
基
礎
情
報
を
挙
げ
て
お
く
。
本
品
の
制
作
年
代
は
江
戸
時
代
初
期
で
あ
り
、
作
者
は
直
庵
や
二
直
菴
に
所
縁
の
あ
る
者
３
と
考
え
ら
れ
る
。
本
品
の
現
状
に
は
、
経
年
変
化
に
よ
る
劣
化
や
変
退
色
、
シ
ミ
や
虫
害
、
表
面
の
擦
れ
、
部
分
的
な
補
紙
や
補
筆
な
ど
に
よ
り
制
作
当
初
と
は
異
な
る
状
態
の
箇
所
が
あ
る
。
以
下
、「
三
絵
画
材
料
」、「
四
絵
画
技
術
」、「
五
奈
良
県
美
本
と
の
比
較
調
査
」、「
六
ま
と
め
（
結
び
に
か
え
て
）」
の
順
に
記
述
す
る
。
三
絵
画
材
料
三－
一
基
底
材
と
そ
の
加
工
に
つ
い
て
紙
質
分
析
調
査
に
よ
っ
て
、
本
紙
が
竹
紙
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
４
。
制
作
当
時
、
中
国
か
ら
舶
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
紙
十
二
面
の
各
寸
法
は
お
よ
そ
縦
一
二
八
・
五
セ
ン
チ
×
横
五
一
・
五
セ
ン
チ
で
あ
り
、
画
面
に
継
ぎ
目
が
な
い
こ
と
か
ら
、
用
い
ら
れ
た
竹
紙
は
こ
の
寸
法
以
上
の
大
き
な
判
で
漉
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
厚
さ
は
お
よ
そ
〇
・
〇
六
〜
七
ミ
リ
で
、
画
面
の
観
察
や
虫
害
に
よ
る
本
紙
の
剝
離
部
分
の
確
認
か
ら
た
い
へ
ん
薄
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
透
け
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
５
。
竹
紙
の
滲
み
止
め
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
右
隻
第
一
扇
、
第
五
扇
、
第
六
扇
の
各
本
紙
に
つ
い
て
、
図
様
の
描
か
れ
て
い
な
い
地
の
部
分
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
カ
ル
シ
ウ
ム
・
カ
リ
ウ
ム
・
硫
黄
を
検
出
し
た
。
カ
リ
ウ
ム
と
硫
黄
は
明
礬
に
由
来
す
る
も
の
と
推
測
で
き
、
こ
の
こ
と
か
ら
ド
ー
サ
液
に
よ
る
滲
み
止
め
が
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
図
様
の
描
か
れ
て
い
る
箇
所
を
含
め
て
蛍
光
Ｘ
線
分
析
調
査
の
測
定
箇
所
全
て
で
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
紙
ま
た
は
裏
打
ち
紙
の
填
料
に
由
来
す
る
も
の
と
推
測
し
た
。
次
に
、
実
際
に
竹
紙
を
用
い
て
ド
ー
サ
液
の
有
無
に
よ
る
描
画
へ
の
影
響
を
検
証
し
た
。
入
手
し
た
竹
紙
は
丹
後
竹
紙
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
用
い
て
ド
ー
サ
液
を
塗
っ
た
場
合
と
塗
ら
な
い
場
合
と
に
つ
い
て
、
墨
や
絵
具
の
滲
み
と
絵
具
の
接
着
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
こ
の
結
果
、
竹
紙
に
ド
ー
サ
液
を
塗
布
し
な
く
て
も
墨
線
を
滲
み
な
く
描
い
た
り
彩
色
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
程
度
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
墨
汁
や
膠
水
に
含
ま
れ
る
水
分
に
よ
っ
て
生
じ
る
竹
紙
の
伸
縮
は
、
図
様
の
歪
み
や
顔
料
系
絵
具
の
剥
落
を
誘
発
し
、
脆
弱
な
ま
く
り
の
状
態
で
は
制
作
途
中
で
竹
紙
が
破
れ
る
可
能
性
も
高
く
な
る
。
本
品
の
図
様
に
確
認
で
き
る
墨
に
よ
る
極
細
い
毛
描
き
や
繊
細
な
暈
か
し
ま
た
、
顔
料
系
絵
具
に
よ
る
濃
厚
な
彩
色
は
、
ド
ー
サ
液
を
塗
布
し
た
方
が
描
き
や
す
く
、
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作
業
の
効
率
も
良
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
以
上
か
ら
本
品
の
制
作
工
程
を
推
測
す
る
と
、
竹
紙
に
ド
ー
サ
液
を
塗
布
し
た
後
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
紙
面
の
皺
を
肌
裏
打
ち
の
実
施
と
と
も
に
解
消
す
る
。
こ
の
本
紙
に
大
下
図
と
な
る
原
画
の
輪
郭
線
を
な
ぞ
っ
て
写
し
取
り
、
そ
の
後
、
線
描
や
彩
色
を
施
し
て
制
作
を
進
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
紙
十
二
面
全
て
の
鷹
の
背
景
に
は
何
も
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
茶
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
各
本
紙
を
比
較
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
に
濃
淡
が
あ
り
一
様
で
は
な
い
。
こ
の
要
因
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
竹
紙
の
経
年
変
化
で
あ
る
。
六
曲
一
双
屏
風
の
本
品
は
、
調
度
と
し
て
所
蔵
者
の
都
合
の
良
い
大
き
さ
に
広
げ
ら
れ
な
が
ら
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
鑑
賞
し
た
い
場
面
は
長
期
に
わ
た
り
開
か
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
各
扇
の
開
か
れ
る
回
数
や
期
間
に
よ
っ
て
本
紙
の
経
年
変
化
も
一
様
で
は
な
く
、
呈
す
る
茶
褐
色
に
差
異
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
様
な
要
因
に
と
ど
ま
る
だ
け
の
色
調
の
変
化
と
は
に
わ
か
に
考
え
に
く
い
点
も
あ
る
。
例
え
ば
、
白
鷹
の
場
面
と
他
の
鷹
の
場
面
と
の
色
調
を
比
較
す
る
と
、
白
鷹
の
場
面
の
方
が
濃
い
色
を
呈
す
る
。
ま
た
、
鷹
の
胸
部
か
ら
腹
部
に
か
け
て
白
色
の
羽
根
が
描
か
れ
て
い
る
あ
た
り
に
つ
い
て
も
、
背
景
色
が
や
や
濃
い
色
調
を
呈
し
て
い
る
箇
所
も
確
認
で
き
る
。
白
色
を
美
し
く
み
せ
る
絵
画
的
な
効
果
を
求
め
て
背
景
に
絵
具
に
よ
る
彩
色
を
施
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
目
視
調
査
で
は
、
背
景
に
顔
料
系
絵
具
の
粒
子
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
染
料
系
絵
具
に
よ
る
彩
色
が
施
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
改
め
て
確
認
が
必
要
と
考
え
て
い
る
６
。
三－
二
絵
具
に
つ
い
て
本
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
絵
具
に
関
し
て
、
目
視
調
査
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
色
相
ご
と
に
考
察
し
た
。
黒
色
黒
色
が
確
認
で
き
る
箇
所
は
、
図
の
輪
郭
線
、
鷹
の
頭
部
（
図
２
頭
部
参
照
）
や
羽
根
（
図
３
羽
根
参
照
）・
脚跗
部
（
図
４
脚跗
部
参
照
）
な
ど
の
体
躯
、
黒
鳥
（
右
隻
第
五
扇
）、
も
と
お
り
（
右
隻
第
二
扇
、
第
六
扇
、
左
隻
第
三
扇
）（
図
５
も
と
お
り
参
照
）、
架
木
、
架
木
に
打
た
れ
た
架
垂
を
取
付
け
る
金
具
（
右
隻
第
四
扇
、
第
五
扇
、
左
隻
第
四
扇
、
第
五
扇
）（
図
８
架
木
に
打
た
れ
た
金
具
な
ど
参
照
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
同
種
の
絵
具
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
特
徴
は
粒
子
感
が
な
く
、
基
底
材
に
し
み
込
む
よ
う
に
し
っ
か
り
と
定
着
し
、
濃
淡
の
表
現
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
絵
具
に
よ
る
描
線
や
色
面
は
、
近
赤
外
線
反
射
画
像
で
明
瞭
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
黒
色
の
絵
具
自
体
の
質
感
や
色
味
ま
た
、
本
品
の
制
作
当
時
に
お
け
る
黒
色
の
絵
画
材
料
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
は
墨
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
。
白
色
白
色
が
確
認
で
き
る
箇
所
は
、
鷹
の
眼
や
羽
根
、
脚跗
部
、
白
鷹
（
左
隻
第
五
扇
）、
大
緒
（
右
隻
第
一
扇
、
第
四
扇
、
左
隻
第
一
扇
、
第
二
扇
、
第
三
扇
）
（
図
６
大
緒
、
図
７
房
参
照
）、
も
と
お
り
（
右
隻
第
三
扇
、
第
四
扇
、
第
五
扇
、
左
隻
第
二
扇
、
第
三
扇
）、
大
緒
中
央
の
柔
革
を
結
ぶ
紐
、
架
木
（
右
隻
第
五
扇
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
次
の
九
カ
所
に
つ
い
て
蛍
光
Ｘ
線
分
析
調
査
を
実
施
し
た
。
鷹
の
目
（
右
隻
第
五
扇
）、
白
鷹
小
雨
覆
、
脚跗
部
（
右
隻
第
四
扇
右跗
蹠
、
第
五
扇跗
蹠
、
第
六
扇
右跗
蹠
）、
も
と
お
り
（
右
隻
第
五
扇
）、
大
緒
（
右
隻
第
四
扇
架
木
の
結
び
目
あ
た
り
、
左
隻
第
三
扇
大
緒
中
程
濃
い
白
色
部
分
及
び
、
淡
い
白
色
部
分
）。
こ
れ
ら
全
て
の
箇
所
か
ら
は
、
填
料
に
起
因
す
る
ピ
ー
ク
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
ピ
ー
ク
で
カ
ル
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
白
色
の
絵
具
は
、
胡
粉
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
白
色
部
分
の
絵
具
の
質
感
や
色
味
も
こ
れ
ら
と
近
似
し
て
お
り
、
全
て
胡
粉
と
考
え
ら
れ
る
。
同
色
の
鉛
系
白
色
顔
料
や
白
土
と
の
併
用
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
赤
色
赤
色
が
確
認
で
き
る
箇
所
は
、
大
緒
（
右
隻
第
二
扇
、
第
三
扇
、
第
五
扇
、
左
隻
第
一
扇
、
第
二
扇
、
第
四
扇
、
第
五
扇
、
第
六
扇
）、
鷹
の
舌
（
右
隻
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第
六
扇
、
左
隻
第
四
扇
）
で
あ
る
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
調
査
で
は
、
大
緒
（
右
隻
第
二
扇
青
い
大
緒
と
の
結
び
目
あ
た
り
、
第
三
扇
架
木
の
下
の
あ
た
り
、
第
五
扇
尾
羽
右
横
中
程
を
測
定
し
た
。
全
て
の
箇
所
か
ら
水
銀
と
鉛
を
検
出
し
た
。
右
隻
第
三
扇
、
左
隻
第
二
扇
、
第
五
扇
の
大
緒
を
観
察
す
る
と
、
地
に
は
被
覆
力
の
あ
る
赤
色
の
絵
具
が
塗
ら
れ
、
そ
の
上
層
に
橙
色
の
細
線
で
編
み
目
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
も
細
か
な
粒
子
を
確
認
で
き
る
た
め
顔
料
系
絵
具
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
推
測
す
る
と
赤
色
の
絵
具
は
水
銀
を
主
成
分
と
す
る
朱
、
橙
色
の
絵
具
は
鉛
を
主
成
分
と
す
る
鉛
丹
で
あ
ろ
う
。
地
に
用
い
ら
れ
る
赤
色
の
色
調
に
は
二
種
類
あ
り
、
朱
に
よ
る
も
の
と
朱
と
鉛
丹
と
の
混
色
に
よ
る
も
の
と
が
考
え
ら
れ
る
。
緑
色
緑
色
が
確
認
で
き
る
箇
所
は
、
大
緒
（
左
隻
第
四
扇
）、
横
軸
棒
を
留
め
る
紐
と
軸
首
（
右
隻
第
四
扇
、
第
五
扇
）
で
あ
る
。
大
緒
の
架
木
に
結
ば
れ
て
い
る
部
分
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
銅
の
強
い
ピ
ー
ク
と
ヒ
素
の
弱
い
ピ
ー
ク
を
検
出
し
た
。
こ
の
絵
具
の
色
調
に
は
濃
淡
の
二
種
類
が
あ
り
、
濃
い
色
の
絵
具
は
粒
子
が
粗
く
、
淡
い
色
の
粒
子
は
細
か
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
銅
を
主
成
分
と
す
る
天
然
緑
青
の
使
用
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
緑
色
の
表
現
に
関
連
す
る
ヒ
素
を
成
分
に
も
つ
絵
具
と
し
て
は
花
緑
青
や
石
黄
の
使
用
も
推
測
で
き
る
。
青
色
青
色
が
確
認
で
き
る
箇
所
は
、
大
緒
（
右
隻
第
一
扇
、
第
二
扇
、
第
四
扇
、
第
六
扇
、
左
隻
第
六
扇
）
で
あ
る
。
こ
の
青
色
に
は
、
黒
色
の
く
す
み
を
感
じ
ら
れ
る
。
色
調
に
は
濃
淡
二
種
類
あ
り
、
各
大
緒
に
よ
っ
て
地
や
そ
の
表
面
に
描
か
れ
る
細
線
で
使
い
分
け
さ
れ
て
い
る
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
調
査
で
は
、
右
隻
第
二
扇
環
状
の
大
緒
右
上
方
と
、
第
六
扇
三
段
に
な
っ
て
い
る
環
状
の
大
緒
の
最
上
部
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
コ
バ
ル
ト
、
鉄
、
銅
、
ヒ
素
を
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
か
ら
推
測
す
る
と
、
こ
の
絵
具
は
花
紺
青
（
ス
マ
ル
ト
）
と
考
え
ら
れ
る
。
花
紺
青
の
使
用
が
日
本
絵
画
で
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
江
戸
時
代
以
降
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
一
九
世
紀
中
頃
か
ら
は
使
用
さ
れ
る
頻
度
が
減
少
し
た
よ
う
で
あ
る
７
。
茶
色
茶
色
が
確
認
で
き
る
箇
所
は
、
鷹
の
蝋
膜
や
羽
根
、
足
革
、
小
槌
緒
、
大
緒
中
心
に
あ
る
柔
革
、
も
と
お
り
（
右
隻
第
一
扇
、
左
隻
第
一
扇
）
で
あ
る
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
調
査
で
は
、
大
緒
中
心
に
あ
る
柔
革
（
左
隻
第
一
扇
中
心
あ
た
り
、
第
三
扇
中
心
あ
た
り
）
か
ら
鉄
を
検
出
し
た
。
鉄
を
主
成
分
と
す
る
茶
色
系
絵
具
に
は
、
黄
土
や
ベ
ン
ガ
ラ
な
ど
が
あ
る
。
現
状
の
色
調
か
ら
は
、
ベ
ン
ガ
ラ
よ
り
も
黄
土
系
絵
具
の
使
用
が
妥
当
と
推
測
し
た
。
一
方
、
ふ
た
つ
の
も
と
お
り
か
ら
は
鉄
と
銅
を
検
出
し
た
。
こ
の
部
分
の
色
調
に
は
や
や
黄
緑
色
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
緑
青
と
黄
土
系
絵
具
と
の
混
色
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
硬
質
な
金
物
に
は
緑
青
を
混
ぜ
て
、
柔
軟
な
革
と
の
質
感
の
差
異
を
表
現
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
背
景
の
茶
褐
色
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
黄
色
黄
色
が
確
認
で
き
る
箇
所
は
、
左
隻
第
四
扇
鷹
の
虹
彩
で
あ
る
。
実
際
の
オ
オ
タ
カ
の
虹
彩
を
考
慮
す
る
と
、
他
の
鷹
の
虹
彩
に
も
黄
色
の
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
経
年
変
化
よ
る
退
色
の
た
め
か
現
状
で
は
確
認
が
難
し
い
。
左
隻
第
四
扇
の
鷹
の
虹
彩
を
観
察
す
る
と
、
瞳
孔
の
周
囲
を
残
し
て
黄
色
の
絵
具
が
彩
色
さ
れ
、
目
の
縁
に
向
か
っ
て
暈
か
し
を
入
れ
て
あ
る
。
奈
良
県
立
美
術
館
所
蔵
曾
我
直
庵
筆
「
架
鷹
図
屏
風
」（
以
下
、
奈
良
県
美
本
）
に
確
認
で
き
る
鷹
の
眼
は
、
虹
彩
が
表
現
さ
れ
て
、
眼
球
全
体
は
黄
色
を
呈
す
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
本
品
の
制
作
当
初
の
虹
彩
の
表
現
を
推
測
す
る
と
、
最
初
に
黄
色
の
絵
具
で
瞳
孔
の
周
囲
を
抜
い
て
虹
彩
を
描
い
た
後
、
他
の
黄
色
の
絵
具
で
眼
球
全
体
を
覆
う
よ
う
に
重
色
を
施
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
初
に
彩
色
し
た
絵
具
を
活
か
し
て
虹
彩
の
透
明
感
を
表
現
す
る
場
合
、
上
層
に
用
い
る
絵
具
は
透
明
度
の
高
い
染
料
系
絵
具
の
藤
黄
が
適
し
て
い
る
。
藤
黄
は
耐
光
性
が
弱
く
退
色
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
本
品
の
現
状
で
は
眼
光
の
黄
色
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の
確
認
が
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
左
隻
第
四
扇
に
描
か
れ
る
横
軸
棒
を
留
め
る
紐
と
軸
首
も
黄
色
を
呈
し
て
い
る
。
顔
料
系
絵
具
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
四
絵
画
技
術
四－
一
鷹
の
表
現
架
鷹
図
に
描
か
れ
る
猛
禽
類
に
は
オ
オ
タ
カ
や
ハ
ヤ
ブ
サ
、
ハ
イ
タ
カ
な
ど
が
あ
る
。
本
品
の
十
二
羽
の
体
躯
の
大
き
さ
は
お
お
よ
そ
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
か
ら
茶
色
系
の
鷹
は
全
て
オ
オ
タ
カ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
白
鷹
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
種
の
可
能
性
が
あ
り
、
黒
鳥
に
関
し
て
は
判
断
が
難
し
い
。
オ
オ
タ
カ
の
幼
鳥
と
成
鳥
と
は
、
羽
根
の
文
様
や
虹
彩
の
色
で
見
分
け
ら
れ
る
。
幼
鳥
と
成
鳥
と
で
は
、
胸
部
か
ら
腹
部
に
か
け
て
の
羽
根
の
文
様
が
換
羽
を
経
て
変
化
し
異
な
る
こ
と
か
ら
、
本
品
に
描
か
れ
る
鷹
も
次
の
様
に
区
別
で
き
る
。
右
隻
第
三
扇
、
左
隻
第
一
扇
・
第
二
扇
・
第
六
扇
は
幼
鳥
で
あ
り
、
他
は
成
鳥
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
黒
鳥
は
胸
部
か
ら
腹
部
に
か
け
て
の
羽
根
の
文
様
が
確
認
で
き
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
幼
鳥
の
虹
彩
は
淡
黄
色
で
あ
る
の
に
対
し
成
鳥
は
黄
色
と
な
る
の
だ
が
、
本
品
は
退
色
な
ど
の
た
め
虹
彩
か
ら
の
判
断
は
困
難
で
あ
る
。
鷹
匠
は
各
成
長
過
程
に
あ
る
オ
オ
タ
カ
に
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
を
つ
け
て
い
た
８
。
巣
立
ち
前
の
雛
に
は
「
巣
た
か
」、
第
一
暦
年
に
は
「
わ
か
た
か
」
ま
た
は
「
黄
鷹
」
と
称
し
た
。
こ
の
頃
の
オ
オ
タ
カ
は
バ
フ
色
９
を
呈
す
る
幼
羽
で
あ
る
。
換
羽
を
迎
え
幼
羽
か
ら
成
羽
に
徐
々
に
変
わ
る
第
二
暦
年
は
、
第
一
冬
羽
の
頃
で
あ
り
「
か
た
か
へ
り
」
と
い
う
。
そ
の
後
、
第
三
暦
年
は
、「
も
ろ
か
へ
り
」
と
称
さ
れ
、
成
羽
が
揃
う
。
幼
鳥
と
成
鳥
と
の
区
別
は
あ
る
程
度
可
能
だ
が
、
第
三
暦
年
以
降
の
区
別
は
難
し
い
。
本
品
の
鷹
の
姿
勢
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
上
が
り
前
方
を
見
つ
め
た
り
、
振
り
返
っ
た
り
、
翼
や
尾
羽
を
広
げ
た
り
と
多
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
鷹
は
円
柱
形
の
架
木
の
上
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
オ
オ
タ
カ
な
ど
の
体
躯
の
特
徴
が
よ
く
捉
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
描
か
れ
て
い
て
も
架
木
の
上
で
重
心
を
自
然
に
と
ら
え
る
鳥
類
ら
し
い
安
定
感
が
あ
る
。
眼
光
の
鋭
さ
と
視
線
の
強
さ
か
ら
は
勇
ま
し
さ
が
感
じ
ら
れ
、
獲
物
を
捕
ら
え
る
た
め
の
鋭
く
尖
る
鉤
状
の
嘴
や
爪
は
造
形
的
に
も
美
し
い
。
こ
の
鋭
さ
と
は
対
照
的
に
柔
ら
か
く
軽
や
か
に
表
現
さ
れ
る
鳥
類
特
有
の
羽
根
は
、
艶
や
か
さ
と
ピ
ン
と
張
っ
た
弾
力
も
感
じ
ら
れ
、
ま
さ
に
風
を
捉
え
て
飛
翔
で
き
る
予
感
が
あ
る
。
鷹
の
描
き
方
は
ま
ず
、
体
躯
に
淡
墨
の
輪
郭
線
を
引
く
。
ア
イ
リ
ン
グ
や
眉
班
な
ど
の
強
調
し
た
い
箇
所
や
、
嘴
や
鉤
爪
、
羽
軸
な
ど
硬
さ
を
表
現
す
る
箇
所
な
ど
に
は
濃
墨
を
用
い
る
。
ま
た
、
遠
方
に
あ
る
も
の
は
、
手
前
の
も
の
と
比
べ
て
淡
墨
に
す
る
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
る
。
墨
の
濃
淡
に
よ
る
表
現
は
描
線
だ
け
で
は
な
い
。
羽
根
や
嘴
、
鉤
爪
な
ど
は
墨
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
表
現
が
効
果
的
に
な
さ
れ
る
。
右
隻
第
三
扇
の
頭
部
は
図
様
の
特
徴
か
ら
も
、
別
の
紙
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
後
補
と
解
さ
れ
る
（
以
下
、
後
補
)10
。
頭
部
ア
イ
リ
ン
グ
は
、
濃
く
太
い
墨
線
で
く
っ
き
り
と
弧
を
描
き
表
現
さ
れ
て
い
る
。
上
眼
瞼
の
弧
は
、
眉
班
の
膨
ら
み
が
あ
る
た
め
途
中
で
切
ら
れ
る
が
、
線
の
幅
が
し
っ
か
り
と
意
識
さ
れ
て
お
り
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
。
目
頭
と
目
尻
に
筆
の
打
ち
込
み
が
あ
る
杏
仁
形
の
も
の
と
、
目
頭
に
は
筆
の
打
ち
込
み
が
あ
る
が
目
尻
に
は
打
ち
込
み
を
せ
ず
に
弧
を
描
く
も
の
と
が
あ
る
。
多
く
は
前
者
で
あ
り
、
後
者
は
右
隻
第
二
扇
、
左
隻
第
四
扇
、
第
五
扇
（
筆
の
切
り
返
し
は
確
認
で
き
る
が
、
尖
る
ほ
ど
の
打
ち
込
み
は
な
い
）
と
後
補
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
図
様
は
、
印
象
の
違
い
を
意
識
し
、
描
き
分
け
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
眼
球
の
表
現
は
、
瞳
孔
を
眼
の
中
心
よ
り
や
や
前
方
に
濃
墨
に
よ
る
小
点
で
描
く
。
そ
の
周
囲
に
は
前
述
し
た
虹
彩
が
黄
褐
色
で
描
か
れ
る
が
、
瞳
孔
に
接
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す
る
部
分
は
円
状
に
抜
い
て
あ
り
、
角
膜
の
潤
い
を
表
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
状
で
は
退
色
な
ど
の
た
め
確
認
が
難
し
い
が
、
奈
良
県
美
本
に
あ
る
よ
う
に
、
制
作
当
初
は
虹
彩
に
瞳
孔
を
中
心
に
し
た
放
射
状
の
線
描
の
表
現
や
、
血
管
の
表
現
な
ど
も
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ア
イ
リ
ン
グ
の
周
囲
か
ら
目
先
へ
は
ま
っ
す
ぐ
に
ま
た
、
目
尻
へ
は
尖
る
よ
う
に
白
く
抜
か
れ
、
こ
の
周
囲
は
濃
墨
の
輪
郭
線
で
括
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
輪
郭
線
か
ら
嘴
の
方
へ
ま
た
、
後
頭
部
の
方
へ
と
や
は
り
濃
い
墨
線
に
よ
っ
て
毛
描
き
が
施
さ
れ
て
、
さ
ら
に
こ
こ
に
は
や
や
濃
い
墨
に
よ
っ
て
暈
し
が
入
れ
ら
れ
る
。
図
の
中
で
明
度
の
差
が
最
も
大
き
い
の
が
眼
の
辺
り
で
、
鑑
者
の
視
線
の
誘
導
を
目
的
と
し
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
十
二
羽
中
、
右
隻
第
二
扇
の
鷹
だ
け
は
そ
の
姿
勢
の
た
め
両
眼
を
描
く
。
右
眼
は
眉
班
の
後
方
に
眼
球
を
半
円
で
表
し
、
左
眼
は
上
眼
瞼
と
同
様
に
下
眼
瞼
の
膨
ら
み
に
よ
っ
て
ア
イ
リ
ン
グ
の
弧
は
途
中
で
切
れ
て
い
る
。
瞳
孔
は
両
眼
に
描
か
れ
、
そ
の
視
線
は
ぴ
た
り
と
合
致
し
て
一
点
を
見
つ
め
て
い
る
。
眉
班
は
眼
の
上
方
の
突
起
部
で
あ
り
、
鷹
の
逞
し
い
趣
が
表
現
さ
れ
る
特
徴
的
な
箇
所
で
も
あ
る
。
本
品
で
は
、
蝋
膜
の
後
方
か
ら
耳
羽
の
上
方
に
届
く
一
本
の
描
線
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
線
の
中
程
で
緩
や
か
に
下
方
へ
沈
み
、
上
瞼
を
隠
す
。
そ
の
両
端
は
細
く
、
線
中
央
の
上
瞼
に
か
か
る
箇
所
は
太
い
。
墨
色
は
ア
イ
リ
ン
グ
よ
り
も
や
や
淡
い
が
し
っ
か
り
と
主
張
で
き
る
色
調
で
あ
る
。
線
描
の
上
方
は
、
頭
頂
部
の
羽
根
と
の
間
で
白
く
抜
か
れ
た
ラ
イ
ン
状
の
文
様
と
な
り
、
後
頭
部
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。
眼
先
の
部
分
に
は
、
濃
い
墨
線
で
渦
を
巻
く
よ
う
に
描
か
れ
た
羽
毛
が
あ
る
。
羽
毛
は
前
方
に
向
け
て
長
く
描
か
れ
、
蝋
膜
や
嘴
に
ま
で
達
す
る
ほ
ど
長
い
も
の
も
あ
る
。
渦
の
方
向
は
、
頭
部
が
左
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
場
合
は
半
時
計
回
り
、
右
向
き
の
場
合
は
時
計
回
り
で
あ
る
。
右
隻
第
二
扇
の
正
面
を
向
く
鷹
の
羽
毛
は
渦
状
で
は
な
く
、
蝋
膜
に
あ
る
鼻
孔
の
周
り
に
毛
描
き
が
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
オ
オ
タ
カ
の
蝋
膜
に
は
こ
の
様
な
羽
毛
は
生
え
ず
ま
た
、
他
の
鷹
と
比
較
し
て
も
や
や
違
和
感
が
あ
る
。
後
補
に
こ
の
羽
毛
の
表
現
は
な
い
。
蝋
膜
は
茶
色
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
輪
郭
線
は
、
嘴
よ
り
も
淡
い
墨
線
で
あ
る
。
嘴
と
の
境
を
示
す
輪
郭
線
は
全
て
の
鷹
に
確
認
で
き
る
が
、
頭
頂
部
の
羽
根
と
の
境
を
示
す
輪
郭
線
は
描
か
れ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
蝋
膜
に
あ
る
鼻
孔
は
、
横
長
の
円
を
上
下
に
弧
を
描
い
て
表
し
、
円
の
中
の
下
側
に
も
う
ひ
と
つ
弧
を
描
い
て
鼻
孔
の
側
面
や
深
さ
表
現
し
て
い
る
。
上
下
の
嘴
に
は
、
濃
墨
の
輪
郭
線
が
し
っ
か
り
と
引
か
れ
る
。
上
嘴
の
上
面
を
表
す
線
描
は
蝋
膜
と
接
す
る
箇
所
か
ら
嘴
先
端
に
向
か
っ
て
長
く
強
い
弧
を
描
く
。
下
面
の
輪
郭
線
は
、
緩
や
か
な
浅
い
Ｍ
字
を
描
く
よ
う
に
、
嘴
先
端
か
ら
眼
の
下
方
の
あ
た
り
ま
で
引
か
れ
、
口
角
で
や
や
上
方
に
向
か
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
口
元
に
微
笑
む
様
な
効
果
が
生
じ
て
鷹
の
印
象
が
や
や
柔
和
に
な
り
、
親
近
感
を
増
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
後
補
の
嘴
と
の
比
較
に
よ
っ
て
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
下
嘴
の
輪
郭
線
は
、
嘴
を
閉
じ
て
い
る
鷹
（
右
隻
第
一
扇
、
第
四
扇
、
第
五
扇
、
左
隻
第
一
扇
、
第
二
扇
、
第
五
扇
）
は
そ
の
下
面
を
上
嘴
よ
り
も
細
く
淡
い
墨
線
で
描
く
。
嘴
を
開
い
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
上
面
の
輪
郭
線
も
描
き
、
中
に
み
え
る
舌
の
表
現
は
、
淡
墨
の
輪
郭
線
を
引
き
、
全
体
に
朱
を
淡
く
彩
色
す
る
。
色
彩
は
、
上
下
ど
ち
ら
の
嘴
も
墨
に
よ
る
暈
か
し
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
先
端
に
は
濃
色
が
施
さ
れ
、
蝋
膜
に
向
か
っ
て
徐
々
に
淡
色
に
な
る
。
嘴
の
先
端
を
濃
色
に
す
る
こ
と
で
鋭
さ
と
硬
質
感
が
表
現
さ
れ
る
。
右
隻
第
二
扇
の
正
面
を
向
く
鷹
は
、
上
嘴
の
下
方
に
白
く
抜
け
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
嘴
を
開
い
て
い
る
状
態
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
輪
郭
線
は
淡
く
形
に
や
や
不
自
然
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
羽
根
本
品
の
鷹
の
羽
根
を
描
き
方
か
ら
大
別
す
る
と
、
頭
頂
部
か
ら
背
部
、
翼
、
尾
に
か
け
て
の
羽
根
と
、
胸
部
や
腹
部
、
脛
毛
、
下
尾
筒
に
か
け
て
の
体
羽
に
分
け
ら
れ
る
。
後
者
は
、
前
述
の
よ
う
に
幼
鳥
と
成
鳥
で
は
文
様
が
異
な
る
た
め
さ
ら
に
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
白
鷹
は
胡
粉
、
黒
鳥
は
濃
墨
を
主
に
用
い
て
描
か
れ
る
が
、
そ
の
描
き
方
は
絵
画
材
料
が
異
な
る
も
の
の
他
の
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鷹
と
お
よ
そ
同
じ
で
あ
る
。
羽
根
は
、
種
類
に
よ
っ
て
大
き
さ
が
異
な
る
。
例
え
ば
、
頭
頂
部
の
羽
根
は
小
さ
く
、
次
列
風
切
や
尾
羽
は
、
幅
も
広
く
長
い
。
た
だ
し
、
描
き
方
は
ど
れ
も
似
て
お
り
、
羽
根
の
輪
郭
を
淡
墨
で
括
り
、
羽
軸
を
そ
の
中
心
縦
方
向
に
濃
墨
で
描
き
通
す
が
、
根
元
は
太
く
先
端
に
向
か
っ
て
徐
々
に
細
く
し
、
先
端
部
手
前
で
筆
を
上
げ
る
。
大
き
な
羽
根
の
羽
軸
は
、
二
本
の
線
描
で
太
さ
を
表
現
し
、
小
さ
な
羽
根
で
は
一
本
の
描
線
で
表
現
さ
れ
る
。
羽
軸
は
羽
先
の
先
端
部
ま
で
描
か
れ
な
い
が
、
ま
る
で
通
し
て
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
羽
根
の
軽
や
か
さ
が
表
さ
れ
る
。
羽
根
の
模
様
は
墨
に
よ
る
表
現
で
、
羽
縁
は
竹
紙
の
紙
肌
の
色
調
を
活
か
し
な
が
ら
極
僅
か
に
淡
墨
の
暈
か
し
を
い
れ
、
そ
こ
に
羽
枝
を
細
い
墨
線
で
描
き
込
む
。
そ
の
内
側
は
、
頭
頂
部
や
小
雨
覆
な
ど
の
小
さ
な
羽
根
で
は
、
濃
墨
と
こ
れ
に
暈
か
し
を
入
れ
た
中
間
色
で
表
現
さ
れ
る
。
大
雨
覆
や
次
列
風
切
、
尾
羽
な
ど
長
く
大
き
な
羽
根
は
、
前
述
の
濃
墨
と
そ
の
中
間
色
に
加
え
て
竹
紙
の
紙
肌
の
色
を
活
か
し
た
淡
色
の
三
色
を
交
互
に
配
色
し
て
、
そ
の
境
目
に
暈
か
し
を
入
れ
る
。
中
に
は
、
淡
い
色
調
の
箇
所
に
濃
墨
の
斑
を
描
く
も
の
も
あ
る
（
右
隻
第
三
扇
、
第
六
扇
、
左
隻
第
一
扇
、
第
四
扇
、
画
面
の
擦
れ
に
よ
っ
て
確
認
が
困
難
な
図
様
も
あ
る
）。
架
垂
の
向
こ
う
側
に
あ
る
尾
羽
は
、
架
垂
を
透
か
し
て
見
え
る
状
態
で
あ
る
た
め
、
輪
郭
線
と
羽
軸
、
内
側
の
暈
か
し
は
淡
墨
を
用
い
て
表
情
を
押
さ
え
た
表
現
で
あ
る
。
白
鷹
の
羽
根
は
、
胡
粉
で
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
輪
郭
線
は
淡
墨
で
あ
る
。
画
面
の
擦
れ
に
よ
る
胡
粉
の
剥
落
を
見
受
け
ら
れ
る
が
、
翼
の
形
態
や
図
様
と
し
て
の
ま
と
ま
り
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。
黒
鳥
の
羽
根
は
、
羽
縁
は
他
の
鷹
と
同
様
で
あ
る
が
、
内
側
の
縞
模
様
は
無
く
、
濃
墨
の
暈
か
し
の
み
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
羽
縁
に
近
い
ほ
ど
濃
色
で
、
上
層
の
羽
根
と
の
重
な
る
部
分
に
近
い
ほ
ど
淡
色
で
あ
る
。
幼
鳥
の
体
羽
に
は
羽
軸
に
添
っ
て
灰
色
の
縦
班
が
あ
り
、
成
鳥
は
黒
色
の
横
班
が
あ
る
。
幼
鳥
の
体
羽
の
表
現
は
ま
ず
、
羽
軸
を
濃
墨
の
線
で
描
く
。
そ
の
際
、
体
躯
の
膨
ら
み
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
体
羽
の
軽
や
か
さ
が
現
れ
る
よ
う
に
、
描
線
の
終
始
に
は
打
ち
込
み
を
せ
ず
、
中
央
か
ら
や
や
羽
先
の
あ
た
り
で
描
線
が
最
も
太
く
な
る
よ
う
に
肥
痩
を
調
整
し
て
い
る
。
羽
軸
の
中
程
か
ら
先
端
を
越
え
た
あ
た
り
ま
で
灰
色
の
縦
班
を
淡
墨
で
描
く
。
そ
れ
は
羽
軸
の
曲
線
に
合
わ
せ
て
描
か
れ
、
さ
な
が
ら
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
尻
尾
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
周
囲
に
は
羽
枝
が
、
濃
淡
の
墨
を
用
い
て
細
い
軽
や
か
な
曲
線
で
描
か
れ
る
。
成
鳥
の
体
羽
の
横
班
は
、
羽
先
に
向
か
っ
て
膨
ら
み
の
あ
る
弧
を
体
羽
の
幅
で
繰
り
返
し
描
く
。
そ
の
描
線
は
、
筆
を
上
下
に
細
か
く
動
か
し
な
が
ら
穂
先
で
連
続
し
て
打
つ
点
描
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
淡
墨
で
描
い
た
後
、
そ
の
上
層
に
再
度
濃
墨
で
描
く
。
羽
軸
は
打
ち
込
み
が
無
く
中
央
に
膨
ら
み
の
あ
る
描
線
を
体
躯
の
か
た
ち
に
添
い
ま
た
、
横
班
を
五
本
前
後
通
す
長
さ
で
体
羽
の
幅
を
考
慮
し
て
描
か
れ
る
。
白
鷹
の
場
合
は
、
胡
粉
に
よ
る
横
班
の
み
の
表
現
で
あ
る
。
左
隻
第
二
扇
の
鷹
は
両
方
の
体
羽
が
共
に
描
か
れ
て
い
る
た
め
換
羽
中
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
羽
根
と
体
羽
の
境
や
脛
毛
下
方
に
伸
び
る
羽
枝
は
、
墨
と
胡
粉
に
よ
る
細
線
が
緩
や
か
に
う
ね
る
よ
う
に
交
互
に
引
か
れ
、
柔
ら
か
く
軽
や
か
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
鷹
の
体
羽
全
体
の
地
に
は
、
胡
粉
が
薄
く
塗
ら
れ
て
白
色
を
呈
す
る
。
一
方
、
羽
根
の
地
は
、
竹
紙
の
紙
肌
の
色
調
を
活
か
し
て
い
る
場
合
と
、
黄
褐
色
の
絵
具
を
薄
く
彩
色
し
て
あ
る
場
合
と
が
あ
る
。
右
隻
第
三
扇
の
鷹
は
全
身
が
黄
褐
色
で
あ
る
が
、
幼
鳥
期
に
は
前
述
の
よ
う
に
胸
部
を
含
め
て
バ
フ
色
を
呈
す
る
時
期
が
あ
り
、
そ
れ
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
羽
根
の
種
類
や
並
び
、
枚
数
な
ど
は
実
際
の
オ
オ
タ
カ
を
ほ
ぼ
正
確
に
把
握
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
右
隻
第
一
扇
の
鷹
に
み
ら
れ
る
広
げ
ら
れ
た
右
翼
の
初
列
風
切
に
は
、
欠
刻
も
し
っ
か
り
と
表
現
さ
れ
て
お
り
こ
れ
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
脚跗
部
鷹
は
脚跗
部
で
架
木
を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
体
躯
を
支
え
て
い
る
。
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全
て
の
鷹
の
両
脚
に
は
足
革
が
取
付
け
ら
れ
て
お
り
、
も
と
お
り
に
繋
が
れ
て
い
る
。
脚跗
部
の跗
蹠
と
各
趾
の
輪
郭
線
は
、
節
や
突
起
を
意
識
し
て
明
確
な
墨
線
で
硬
め
の
表
現
を
し
て
い
る
。
彩
色
は
、
地
に
は
胡
粉
を
薄
く
塗
り
そ
の
後
、
胡
粉
に
よ
る
盛
り
上
げ
彩
色
で跗
蹠
の
前
面
に
は
四
角
形
を
、
後
面
に
は
点
描
を
施
す
。
各
趾
の
表
面
に
は
や
は
り
胡
粉
に
よ
る
盛
り
上
げ
彩
色
で
横
線
を
描
き
、
裏
面
に
は
点
描
を
施
す
。跗
蹠
と
各
趾
の
太
さ
や
長
さ
の
比
は
実
際
の
オ
オ
タ
カ
に
ほ
ぼ
忠
実
で
あ
り
、
把
握
突
起
も
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
内
趾
と
中
趾
、
中
趾
と
外
趾
の
基
部
に
あ
る
蹼
膜
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、実
際
の
オ
オ
タ
カ
の
脚跗
部
は
黄
色
を
呈
す
る
が
、本
品
で
は
白
色
で
あ
る
。
各
趾
に
あ
る
鉤
爪
の
輪
郭
線
は
濃
墨
で
、
そ
の
彩
色
は
先
端
部
に
濃
墨
を
施
し
、
基
部
に
向
け
て
暈
か
し
が
入
れ
ら
れ
る
。
実
際
の
オ
オ
タ
カ
は
内
趾
と
後
趾
の
爪
が
特
に
長
く
、
獲
物
を
こ
の
鉤
爪
で
突
き
刺
し
抱
え
込
ん
で
捕
ら
え
る
の
だ
が
、
本
品
の
鷹
も
そ
れ
に
忠
実
で
、
爪
先
の
鋭
さ
が
際
立
つ
表
現
で
あ
る
。
四
ー
二
道
具
類
の
表
現
各
扇
の
図
様
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
鷹
と
共
に
作
品
の
魅
力
を
高
め
て
い
る
も
の
に
道
具
類
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
大
緒
は
彩
り
も
美
し
く
、
結
び
目
は
幾
重
に
も
環
を
つ
く
る
も
の
や
長
く
垂
ら
す
も
の
、
長
短
に
編
み
込
む
も
の
な
ど
装
飾
性
に
富
む
。
様
々
な
結
び
目
が
あ
る
理
由
は
、
鷹
狩
り
が
宮
廷
や
武
家
な
ど
、
そ
の
主
（
あ
る
じ
）
の
権
威
を
示
す
象
徴
的
な
狩
猟
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
主
の
集
団
・
組
織
ご
と
に
鷹
の
飼
育
法
や
狩
猟
法
、
そ
し
て
細
部
に
わ
た
る
行
動
に
定
め
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
本
品
に
み
る
大
緒
の
結
び
目
を
は
じ
め
、
も
と
お
り
や
他
の
道
具
類
の
形
状
や
色
彩
に
つ
い
て
も
定
め
に
従
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
絵
画
と
し
て
の
装
飾
的
効
果
を
求
め
て
作
者
が
創
作
し
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
実
際
の
様
子
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
架
鷹
図
は
鷹
の
肖
像
画
と
形
容
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
は
主
自
身
が
鷹
を
愛
で
つ
つ
ま
た
、
威
厳
と
し
て
勇
ま
し
く
俊
敏
な
存
在
感
を
図
様
に
求
め
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
鷹
道
文
化
は
複
雑
で
更
な
る
探
求
が
必
要
な
分
野
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。
ま
た
、
後
述
す
る
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
の
比
較
調
査
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
異
な
る
作
品
に
類
似
す
る
図
様
を
見
出
せ
る
点
か
ら
の
考
察
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
絵
画
技
術
と
表
現
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
も
と
お
り
本
品
の
も
と
お
り
は
、
形
状
に
よ
っ
て
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
先
端
を
丸
く
し
た
大
小
ふ
た
つ
の
円
錐
を
縦
に
積
み
上
げ
た
形
状
で
あ
る
。
上
部
は
小
さ
な
円
錐
で
あ
り
、
小
槌
緒
を
通
す
穴
が
開
け
ら
れ
て
い
る
。
下
部
の
大
き
な
円
錐
の
下
縁
に
は
、
大
緒
中
心
に
あ
る
柔
革
の
瘤
に
取
付
け
る
た
め
逆
Ｕ
字
に
く
り
抜
か
れ
て
い
る
。
ふ
た
つ
目
の
形
状
は
下
方
に
開
い
た
コ
の
字
型
で
、
厚
み
の
あ
る
金
属
材
料
を
加
工
し
て
作
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
上
部
先
端
に
は
ひ
と
つ
目
の
も
と
お
り
と
同
様
の
円
錐
の
突
起
が
取
付
け
ら
れ
て
お
り
、
下
部
は
コ
の
字
の
開
い
た
部
分
に
大
緒
中
心
に
あ
る
柔
革
の
瘤
を
挟
み
込
み
、
ピ
ン
を
差
し
込
ん
で
固
定
す
る
造
形
で
あ
る
。
ひ
と
つ
目
の
形
状
を
描
く
も
の
が
多
く
、
ふ
た
つ
目
の
形
状
を
描
く
の
は
左
隻
第
四
扇
と
第
五
扇
の
二
点
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
形
状
の
も
と
お
り
も
墨
線
で
輪
郭
を
し
っ
か
り
と
描
き
、
も
と
お
り
の
縁
の
丸
み
や
厚
み
の
表
現
、
紐
類
が
通
さ
れ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
き
ち
ん
と
固
定
さ
れ
た
状
態
も
適
確
に
表
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
目
の
形
状
の
も
と
お
り
は
そ
れ
ぞ
れ
彩
色
さ
れ
て
お
り
、
墨
ま
た
は
胡
粉
、
緑
青
と
黄
土
系
顔
料
と
の
混
色
の
い
ず
れ
か
一
色
を
用
い
、
大
小
の
円
錐
の
先
端
部
に
は
濃
色
を
さ
し
、
下
部
に
向
か
っ
て
暈
し
を
入
れ
て
材
質
の
光
沢
感
を
表
し
て
い
る
。
ふ
た
つ
目
の
形
状
の
も
と
お
り
の
色
彩
に
つ
い
て
は
、
左
隻
第
五
扇
の
も
の
は
描
線
を
確
認
で
き
る
も
の
の
色
彩
の
判
断
ま
で
は
難
し
く
ま
た
、
左
隻
第
四
扇
の
も
の
は
損
傷
の
た
め
確
認
が
難
し
い
。
も
と
お
り
と
鷹
と
を
繋
ぐ
足
革
や
小
槌
緒
、
大
緒
中
心
に
あ
る
柔
革
は
、
墨
に
よ
る
輪
郭
線
が
引
か
れ
、
茶
褐
色
や
黄
土
色
で
彫
り
塗
り
さ
れ
て
い
る
。
小
槌
緒
は
革
製
で
あ
り
、
鷹
が
姿
勢
を
か
え
る
と
引
っ
張
ら
れ
た
り
緩
ん
だ
り
す
る
の
だ
が
、
そ
の
伸
縮
や
ギ
ュ
ッ
と
結
ば
れ
た
状
態
を
よ
く
描
き
表
し
て
い
る
。
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大
緒
大
緒
は
、
鷹
を
架
木
に
と
め
て
お
く
絹
製
の
組
紐
で
あ
り
、
本
品
に
も
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
両
端
に
房
が
あ
る
。
色
や
結
び
方
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
事
が
あ
る
よ
う
だ
。
大
緒
の
表
現
は
、
前
述
の
足
革
や
小
槌
緒
と
同
様
に
墨
に
よ
っ
て
輪
郭
が
描
か
れ
、
地
の
彩
色
は
彫
り
塗
り
で
あ
る
。
足
革
や
小
槌
緒
と
異
な
る
の
は
、
白
色
や
赤
色
、
青
色
、
緑
色
と
色
彩
が
豊
富
で
、
顔
料
系
絵
具
が
濃
厚
に
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
組
紐
の
組
目
が
地
の
表
面
に
細
線
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
白
色
の
地
に
は
、
濃
淡
の
二
色
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
赤
色
に
も
朱
に
よ
る
も
の
と
、
鉛
丹
を
混
ぜ
た
黄
色
味
の
あ
る
赤
色
が
あ
る
。
組
紐
の
組
目
を
表
す
細
線
は
、
丁
寧
で
密
に
描
か
れ
て
お
り
、
紐
の
中
央
に
現
れ
る
組
目
は
連
続
す
る
点
描
で
表
現
さ
れ
、
そ
の
両
脇
に
四
十
五
度
程
傾
斜
を
つ
け
た
細
線
が
規
則
的
に
連
続
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
大
緒
の
曲
が
り
方
や
ひ
ね
り
方
な
ど
に
関
わ
ら
ず
連
続
す
る
点
描
は
常
に
中
央
に
あ
る
。
地
が
白
色
の
場
合
に
は
、
細
線
を
青
色
や
赤
色
。
地
が
赤
色
の
場
合
は
、
細
線
を
橙
色
。
地
が
青
色
の
場
合
は
、
細
線
は
淡
い
青
色
で
あ
り
、
こ
の
絵
具
は
花
紺
青
の
淡
い
絵
具
も
し
く
は
胡
粉
と
の
混
色
と
推
測
し
た
。
地
が
緑
色
の
場
合
は
、
細
線
は
白
緑
に
よ
る
淡
い
緑
色
で
あ
る
。
房
も
大
緒
と
同
様
の
描
か
れ
方
で
あ
り
、
墨
に
よ
る
輪
郭
線
と
顔
料
系
絵
具
の
濃
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
。
紐
と
房
の
間
に
は
ふ
た
つ
の
結
び
目
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
細
線
で
絹
糸
の
撚
り
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
房
に
確
認
で
き
る
細
線
は
、
絹
糸
が
束
ね
ら
れ
た
房
の
立
体
的
な
膨
ら
み
と
裾
へ
向
か
っ
て
広
が
る
様
子
を
表
し
、
先
端
は
外
側
へ
跳
ね
る
よ
う
に
カ
ー
ル
す
る
。
そ
の
先
に
は
、
細
線
と
同
色
の
点
描
が
房
の
底
辺
の
輪
郭
線
を
は
み
出
し
て
打
た
れ
、
さ
ら
に
軽
や
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
多
く
の
房
の
形
状
は
裾
の
広
が
る
釣
鐘
状
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
下
方
を
絞
っ
た
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
房
の
底
辺
の
輪
郭
は
浅
い
Ｕ
字
の
弧
を
二
つ
か
ら
四
つ
横
並
び
に
描
き
、
各
々
一
様
で
は
な
い
。
架
木
架
木
は
鷹
が
と
ま
る
木
製
の
横
長
の
棒
で
あ
る
。
描
く
場
合
に
は
視
覚
的
に
鷹
が
と
ま
っ
て
も
大
丈
夫
だ
と
感
じ
ら
れ
る
強
度
と
太
さ
を
表
現
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
し
て
、
十
二
面
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
押
絵
貼
形
式
の
六
曲
一
双
屏
風
の
作
品
と
し
て
単
調
に
な
ら
な
い
た
め
、
架
木
の
材
質
や
加
工
の
状
態
、
構
図
の
工
夫
も
必
要
で
あ
る
。
本
品
の
架
木
は
墨
を
用
い
て
描
か
れ
、
表
面
の
木
目
や
虚
、
凹
凸
に
よ
っ
て
自
然
木
で
あ
っ
た
り
加
工
さ
れ
た
木
材
で
あ
っ
た
り
と
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は
地
に
茶
褐
色
を
呈
す
る
も
の
や
薄
く
胡
粉
を
施
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
架
木
が
描
か
れ
る
角
度
に
変
化
を
つ
け
た
り
、
横
木
だ
け
で
は
な
く
縦
に
支
え
る
木
材
を
描
い
た
り
と
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
本
品
に
は
次
の
四
種
類
の
架
木
の
表
現
を
確
認
し
た
。
右
隻
第
一
扇
は
付
け
立
て
の
表
現
で
、
も
と
お
り
の
そ
ば
に
は
濃
墨
で
表
現
し
た
虚
が
描
か
れ
て
お
り
、
自
然
木
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ
が
右
に
高
く
角
度
を
つ
け
て
描
か
れ
て
い
る
。
同
様
の
表
現
に
よ
る
架
木
は
左
隻
第
五
扇
に
も
み
ら
れ
、
こ
こ
に
は
縦
の
木
材
も
描
か
れ
て
い
る
。
右
隻
第
二
扇
は
、
輪
郭
線
と
表
面
の
木
目
は
太
め
の
抑
揚
の
あ
る
描
線
で
描
き
、
上
下
に
淡
墨
の
暈
か
し
を
施
す
。
凹
凸
の
あ
る
自
然
木
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
左
隻
第
一
扇
、
第
二
扇
、
第
三
扇
、
第
四
扇
、
第
六
扇
も
同
様
で
、
こ
れ
ら
の
地
に
は
茶
褐
色
が
み
ら
れ
る
。
左
隻
第
四
扇
に
は
縦
の
木
材
も
描
か
れ
る
。
右
隻
第
三
扇
、
第
六
扇
は
細
く
均
一
な
描
線
で
輪
郭
も
木
目
も
表
さ
れ
、
地
に
は
淡
墨
の
暈
か
し
が
全
体
に
施
さ
れ
て
い
る
。
円
柱
状
に
加
工
さ
れ
て
お
り
、
自
然
木
に
み
ら
れ
る
凹
凸
や
虚
な
ど
は
な
い
。
右
隻
第
五
扇
も
同
様
だ
が
、
こ
こ
に
は
縦
の
木
材
が
描
か
れ
、
地
は
淡
い
白
色
で
あ
る
。
右
隻
第
四
扇
は
太
さ
が
均
一
な
円
柱
で
、
鉄
線
描
の
よ
う
な
幅
の
同
じ
輪
郭
線
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
表
面
は
付
け
立
て
で
表
さ
れ
虚
も
確
認
で
き
る
。
や
や
左
上
が
り
の
角
度
で
表
さ
れ
て
い
る
。
他
の
架
鷹
図
屏
風
に
は
、
木
材
の
中
を
刳
り
抜
き
空
洞
に
し
た
筒
状
の
架
木
を
表
し
た
も
の
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
本
品
に
描
か
れ
る
架
木
の
木
目
の
繋
が
り
な
ど
か
ら
は
、
筒
状
と
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
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架
垂
な
ど
架
木
の
下
に
は
、
横
軸
棒
に
取
付
け
ら
れ
た
架
垂
と
称
さ
れ
る
飾
り
布
を
垂
ら
す
。
他
の
作
品
で
は
、
架
垂
に
青
色
系
の
色
彩
を
施
す
場
合
が
多
い
よ
う
だ
が
、
本
品
で
は
背
景
と
同
様
の
茶
褐
色
の
他
に
色
彩
は
確
認
で
き
な
い
。
架
木
の
底
面
に
は
環
の
あ
る
金
具
が
取
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
環
と
横
軸
棒
と
を
紐
で
繋
ぎ
と
め
て
あ
る
。
金
具
の
架
木
に
接
す
る
部
分
は
、
花
弁
状
や
キ
ノ
コ
型
な
ど
に
意
匠
が
凝
ら
さ
れ
、
横
軸
棒
に
は
軸
首
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
確
認
で
き
る
の
は
右
隻
左
隻
共
に
第
四
扇
と
第
五
扇
の
四
面
に
お
い
て
で
あ
る
。
金
具
は
墨
で
輪
郭
線
を
描
き
、
濃
墨
で
全
体
を
彫
り
塗
り
す
る
。
横
軸
棒
、
軸
首
、
紐
も
墨
に
よ
る
輪
郭
線
が
描
か
れ
る
。
軸
首
と
紐
の
各
組
み
合
わ
せ
に
は
同
色
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
右
隻
の
二
つ
は
共
に
緑
青
と
考
え
ら
れ
る
緑
色
で
、
左
隻
第
四
扇
は
黄
土
色
で
あ
る
。
左
隻
第
五
扇
は
表
面
の
擦
れ
の
た
め
判
断
が
難
し
い
。
軸
首
に
は
浮
き
彫
り
に
よ
る
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
右
隻
第
五
扇
に
は
鱗
状
の
文
様
、
左
隻
第
四
扇
に
は
金
具
の
意
匠
と
合
わ
せ
た
花
弁
で
あ
ろ
う
か
。
架
垂
の
存
在
を
示
す
表
現
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
ひ
と
つ
に
前
述
し
た
鷹
の
尾
羽
が
透
け
て
見
え
る
表
現
が
あ
る
。
他
に
は
、
横
軸
棒
を
吊
り
下
げ
る
金
具
が
描
か
れ
て
い
る
四
面
に
は
、
横
軸
棒
か
ら
下
方
へ
と
垂
れ
下
が
る
架
垂
の
端
や
襞
が
三
本
の
墨
線
で
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
横
軸
棒
の
す
ぐ
下
方
に
は
、
三
つ
並
ん
だ
白
色
の
点
描
が
横
軸
棒
と
並
行
し
て
規
則
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
横
軸
棒
を
吊
り
下
げ
る
金
具
が
描
か
れ
て
い
る
四
面
で
確
認
す
る
と
、
架
垂
の
端
か
ら
内
側
に
は
確
認
で
き
る
が
、
外
側
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
架
垂
の
あ
る
箇
所
に
は
全
て
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
架
垂
を
横
軸
棒
に
固
定
し
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
五
奈
良
県
美
本
と
の
比
較
調
査
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
の
各
扇
を
な
が
め
る
と
、
互
に
共
通
す
る
よ
く
似
た
図
様
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
奈
良
県
美
本
の
本
紙
の
寸
法
は
、
縦
一
三
四
・
八
セ
ン
チ
、
横
は
、
各
隻
の
両
端
の
四
面
が
五
二
・
三
セ
ン
チ
。
他
は
、
五
五
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
本
品
よ
り
も
、
縦
は
六
・
三
セ
ン
チ
、
横
は
〇
・
八
セ
ン
チ
ま
た
は
、
四
セ
ン
チ
大
き
い
。
だ
が
、
描
か
れ
て
い
る
鷹
の
大
き
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
先
に
考
察
を
述
べ
る
と
、
本
品
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
架
鷹
図
」
に
は
数
パ
タ
ー
ン
の
原
図
、
大
下
図
の
様
な
も
の
が
型
と
し
て
存
在
し
、
「
架
鷹
図
」
は
型
を
描
き
写
す
画
家
の
個
性
も
加
え
ら
れ
な
が
ら
量
産
さ
れ
、
こ
れ
も
含
め
て
図
様
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
両
屏
風
の
図
様
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
相
違
点
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。
改
め
て
比
較
調
査
の
作
品
と
し
て
奈
良
県
美
本
を
選
択
し
た
理
由
は
、
本
品
と
類
似
す
る
点
が
多
い
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
、
保
存
状
態
が
良
い
こ
と
、
色
彩
の
状
態
を
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
で
相
互
に
類
似
し
て
い
る
扇
を
照
合
し
た
。
記
載
方
法
は
「
本
品
／
奈
良
県
美
本
」
の
順
と
し
、
奈
良
県
美
本
に
つ
い
て
は
、
稲
畑
ル
ミ
子
氏
の
論
考
11
に
添
っ
て
記
述
し
た
。
右
隻
第
一
扇
／
Ｂ
隻
第
一
扇
（
図
９
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
の
照
合
①
参
照
）：
鷹
の
姿
勢
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
本
品
は
成
鳥
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
奈
良
県
美
本
は
幼
鳥
で
あ
る
。
奈
良
県
美
本
の
尾
羽
は
画
面
か
ら
は
み
だ
す
こ
と
な
く
全
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
右
端
か
ら
画
面
右
辺
ま
で
に
は
ま
だ
空
間
が
あ
る
。
本
品
で
は
尾
羽
の
右
端
は
画
面
か
ら
見
切
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
こ
で
重
要
な
の
は
大
緒
の
房
の
位
置
で
あ
る
。
奈
良
県
美
本
に
は
尾
羽
の
中
央
よ
り
右
寄
り
に
房
が
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
品
の
場
合
は
尾
羽
左
端
下
方
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
品
の
制
作
時
に
作
者
が
意
図
的
に
図
様
を
変
更
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
様
な
図
様
の
変
更
や
ト
リ
ミ
ン
グ
を
行
い
、
構
図
の
バ
ラ
ン
ス
を
た
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
様
な
構
図
へ
の
配
慮
は
、
他
の
扇
で
も
確
認
で
き
る
。
奈
良
県
美
本
の
鷹
の
頭
部
は
本
品
よ
り
も
少
し
上
方
を
見
上
げ
て
お
り
、
視
線
の
角
度
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
。
ま
た
、
右
翼
の
体
躯
と
接
す
る
あ
た
り
の
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ラ
イ
ン
も
、
奈
良
県
美
本
は
滑
ら
か
な
曲
線
に
よ
る
表
現
で
あ
る
。
他
の
羽
根
の
枚
数
や
大
き
さ
な
ど
に
大
差
は
無
い
が
、
初
列
風
切
は
奈
良
県
美
本
で
は
ま
っ
す
ぐ
水
平
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
本
品
の
場
合
は
羽
先
に
外
側
へ
の
跳
ね
返
り
が
あ
る
。
奈
良
県
美
本
の
架
木
は
加
工
さ
れ
て
い
る
木
材
で
、
描
か
れ
る
角
度
も
本
品
よ
り
穏
や
か
で
あ
る
。
大
緒
の
結
び
方
は
同
様
と
考
え
ら
れ
る
が
、
長
さ
や
環
状
の
結
び
目
の
環
の
大
き
さ
は
若
干
異
な
る
。
さ
て
、
各
扇
に
共
通
す
る
差
異
を
こ
こ
で
ま
と
め
て
列
挙
し
た
い
。
鷹
の
頭
頂
部
の
長
さ
や
ラ
イ
ン
が
両
作
品
で
若
干
異
な
る
た
め
か
、
鷹
か
ら
感
じ
る
印
象
も
異
な
る
。
本
品
に
は
架
垂
と
横
軸
棒
の
接
合
部
分
に
白
色
の
点
描
が
あ
る
が
奈
良
県
美
本
に
は
な
い
。
大
緒
な
ど
の
色
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
奈
良
県
美
本
に
は
濃
密
な
彩
色
が
あ
り
、
架
垂
に
も
青
色
系
の
絵
具
が
全
面
に
塗
ら
れ
て
い
る
。
円
錐
状
の
も
と
お
り
が
、
奈
良
県
美
本
の
場
合
は
中
心
線
を
通
し
た
よ
う
に
お
よ
そ
左
右
対
称
の
形
状
で
あ
る
が
、
本
品
に
は
そ
こ
ま
で
の
明
確
さ
は
な
い
。
房
の
縁
に
描
か
れ
る
点
描
は
、
奈
良
県
美
本
で
は
縁
よ
り
は
み
出
さ
な
い
。
奈
良
県
美
本
に
は
賛
が
あ
る
。
右
隻
第
二
扇
／
Ｂ
隻
第
五
扇
（
図
10
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
の
照
合
②
参
照
）：
鷹
は
異
な
る
が
、
架
木
や
大
緒
は
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
、
揺
れ
動
く
大
緒
の
角
度
や
結
ば
れ
た
環
の
形
状
な
ど
に
は
差
異
が
あ
る
。
右
隻
第
三
扇
／
Ｂ
隻
第
三
扇
（
図
11
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
の
照
合
③
参
照
）：
ど
ち
ら
も
幼
鳥
で
、
そ
の
バ
フ
色
に
対
す
る
両
作
者
の
意
識
も
近
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
品
の
頭
頂
部
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
他
の
羽
根
や
脚跗
部
、
架
木
や
大
緒
な
ど
は
よ
く
似
て
い
る
。
右
隻
第
四
扇
／
Ｂ
隻
第
二
扇
（
図
12
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
の
照
合
④
参
照
）：
両
作
品
の
鷹
の
姿
態
は
、
ど
ち
ら
も
肩
羽
を
上
部
後
方
に
引
き
上
げ
、
頭
部
を
や
や
下
げ
気
味
で
前
方
を
見
据
え
る
。
片
足
で
架
木
に
止
ま
り
、
も
う
片
方
は
腹
部
で
各
趾
を
合
わ
せ
て
握
る
よ
う
な
格
好
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
鏡
写
し
の
状
態
で
、
本
品
は
左
を
向
き
、
奈
良
県
美
本
は
右
を
向
く
。
ま
た
、
頭
部
か
ら
肩
羽
へ
の
表
現
に
差
異
が
あ
る
。
本
品
は
成
鳥
で
あ
る
が
、
奈
良
県
美
本
は
換
羽
中
の
鷹
で
あ
る
。
以
上
の
様
な
差
異
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
よ
く
近
似
し
て
お
り
図
様
を
反
転
さ
せ
て
い
る
点
は
絵
画
技
術
を
考
察
す
る
上
で
興
味
深
い
。
右
隻
第
五
扇
／
Ａ
隻
第
三
扇
（
図
13
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
の
照
合
⑤
参
照
）：
架
木
の
種
類
は
異
な
る
が
、
鷹
は
ど
ち
ら
も
黒
色
で
、
大
緒
な
ど
も
よ
く
似
て
い
る
。
右
隻
第
六
扇
／
Ａ
隻
第
五
扇
（
図
14
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
の
照
合
⑥
参
照
）：
架
木
の
種
類
は
異
な
る
が
、
鷹
、
大
緒
な
ど
は
よ
く
似
て
い
る
。
左
隻
第
一
隻
／
Ｂ
隻
第
六
扇
（
図
15
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
の
照
合
⑦
参
照
）：
鷹
、
大
緒
な
ど
は
よ
く
似
て
い
る
。
架
木
の
下
に
垂
れ
る
脚
革
が
二
本
あ
る
が
、
そ
の
下
方
の
も
の
に
つ
い
て
、
両
作
品
の
中
で
唯
一
本
品
に
は
表
裏
の
表
現
が
確
認
で
き
る
。
垂
れ
る
革
紐
の
最
も
低
い
位
置
で
、
表
面
と
裏
面
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
一
点
の
み
な
の
か
そ
の
理
由
ま
で
は
不
明
で
あ
る
。
左
隻
第
二
扇
／
Ａ
隻
第
一
扇
（
図
16
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
の
照
合
⑧
参
照
）：
本
品
の
鷹
は
換
羽
中
で
あ
る
が
、
奈
良
県
美
本
は
幼
鳥
で
あ
る
。
奈
良
県
美
本
の
架
木
に
は
縦
の
木
材
が
あ
る
。
鷹
の
脚跗
部
に
注
目
す
る
と
、
体
躯
は
右
向
き
で
あ
る
た
め
左
側
の
脚
が
手
前
に
み
え
る
は
ず
だ
が
、
奈
良
県
美
本
は
左
脚
内
趾
が
右
脚
内
趾
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
て
お
り
や
や
不
自
然
さ
を
感
じ
る
。
本
品
の
場
合
、
右
脚
内
趾
が
左
脚
内
趾
の
後
方
に
み
え
る
表
現
で
あ
る
。
た
だ
し
、
双
方
と
も
シ
ル
エ
ッ
ト
と
し
て
脚
を
み
た
場
合
、
そ
の
輪
郭
は
お
よ
そ
同
様
で
あ
る
。
左
隻
第
三
扇
／
Ａ
隻
第
二
扇
（
図
17
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
の
照
合
⑨
参
照
）：
大
緒
は
色
彩
は
異
な
る
も
の
の
形
は
類
似
し
て
い
る
。
鷹
の
姿
態
は
、
右
を
向
い
て
尾
羽
を
高
く
上
げ
、
胸
部
を
下
げ
つ
つ
頭
部
を
も
た
げ
る
点
は
近
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
尾
羽
の
状
態
や
翼
の
状
態
は
異
な
る
。
左
隻
第
四
扇
／
Ａ
隻
第
六
扇
（
図
18
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
の
照
合
⑩
参
照
）：
架
木
の
種
類
は
異
な
る
が
、
鷹
、
大
緒
な
ど
は
よ
く
似
て
い
る
。
鷹
の
脚
― 156 ―
金沢美術工芸大学 紀要 No.64 2020
( 11 )
も
と
に
確
認
で
き
る
脚
革
は
、
本
品
で
は
一
本
で
あ
る
が
、
奈
良
県
美
本
で
は
二
本
あ
る
。
脚
革
は
両
足
に
取
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
奈
良
県
美
本
の
方
が
正
確
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
改
め
て
本
品
を
確
認
す
る
と
、
脚
元
の
表
現
に
省
略
し
た
よ
う
な
曖
昧
さ
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
る
。
左
隻
第
五
扇
／
Ｂ
隻
第
四
扇
（
図
19
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
の
照
合
⑪
参
照
）：
ど
ち
ら
も
白
鷹
で
あ
る
点
は
類
似
し
て
い
る
が
、
そ
の
姿
態
は
異
な
る
。
Ｂ
隻
第
四
扇
に
描
か
れ
る
も
と
お
り
や
大
緒
を
止
め
る
架
木
に
は
意
匠
が
凝
ら
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
様
な
表
現
は
本
品
に
は
見
ら
れ
な
い
。
左
隻
第
六
扇
／
Ａ
隻
第
四
扇
（
図
20
本
品
と
奈
良
県
美
本
と
の
照
合
⑫
参
照
）：
本
品
は
幼
鳥
あ
る
が
、
奈
良
県
美
本
は
換
羽
中
の
鷹
で
あ
る
。
架
木
の
種
類
は
異
な
る
が
、
鷹
、
大
緒
な
ど
は
よ
く
似
て
い
る
。
以
上
、
本
品
と
奈
良
県
美
本
の
各
扇
の
図
様
の
類
似
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
一
方
、
両
作
品
で
類
似
す
る
図
様
が
な
か
っ
た
も
の
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
本
品
の
右
隻
第
二
扇
の
鷹
、
左
隻
第
三
扇
の
鷹
、
第
五
扇
。
奈
良
県
美
本
の
Ａ
隻
第
二
扇
の
鷹
、
Ｂ
隻
第
四
扇
、
第
五
扇
の
鷹
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
も
類
似
す
る
図
様
が
他
の
架
鷹
図
屏
風
に
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
な
る
調
査
の
必
要
性
が
あ
る
。
以
上
か
ら
気
づ
く
点
を
列
挙
す
る
。
奈
良
県
美
本
は
図
様
に
お
い
て
水
平
と
垂
直
の
意
識
が
高
く
、
架
木
な
ど
を
水
平
に
描
く
場
合
は
き
ち
ん
と
真
横
に
描
き
、
大
緒
が
重
力
に
従
い
下
方
に
垂
れ
下
が
る
状
態
を
描
く
際
は
垂
直
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
本
品
は
や
や
柔
軟
で
あ
り
許
容
範
囲
に
幅
が
あ
る
。
成
鳥
の
胸
部
か
ら
腹
部
に
か
け
て
の
黄
斑
は
、
奈
良
県
美
本
の
場
合
に
は
班
の
状
態
や
描
か
れ
る
間
隔
は
均
一
で
規
則
性
が
強
い
。
本
品
の
場
合
は
、
班
は
ラ
ン
ダ
ム
に
近
い
強
弱
が
あ
り
、
そ
れ
が
羽
根
の
並
び
に
お
け
る
規
則
性
に
は
則
り
な
が
ら
も
均
一
と
ま
で
に
は
な
ら
な
い
。
幼
鳥
の
羽
根
の
班
は
、
奈
良
県
美
本
の
場
合
、
羽
軸
は
濃
い
黒
色
を
用
い
て
Ｓ
字
調
の
曲
線
で
柔
ら
か
く
表
現
し
、
そ
の
先
端
の
縦
班
を
羽
軸
よ
り
も
淡
い
黒
色
で
羽
軸
の
曲
線
に
合
わ
せ
大
き
め
に
描
く
。
そ
の
な
ら
び
方
に
は
、
や
は
り
規
則
性
が
あ
る
。
本
品
は
前
述
の
通
り
で
あ
り
、
高
度
な
規
則
性
へ
の
厳
守
を
求
め
て
い
な
い
よ
う
だ
。
六
ま
と
め
（
結
び
に
か
え
て
）
大
緒
の
輪
郭
は
墨
線
で
し
っ
か
り
と
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
し
か
し
そ
の
輪
郭
線
が
引
か
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
っ
た
。
右
隻
第
一
扇
青
色
の
大
緒
の
結
び
目
内
側
を
表
す
箇
所
で
あ
る
12
。
周
囲
の
墨
線
の
状
態
と
比
較
し
て
も
制
作
当
初
か
ら
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
輪
郭
線
が
な
い
こ
の
部
分
に
つ
い
て
も
大
緒
の
濃
厚
な
彩
色
は
施
さ
れ
、
組
目
の
細
線
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
濃
厚
な
彩
色
を
す
る
工
程
で
、
自
ら
の
線
描
の
不
足
に
気
づ
か
な
い
こ
と
は
ま
ず
な
い
だ
ろ
う
。
ひ
と
り
で
本
品
を
制
作
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
彩
色
の
段
階
で
輪
郭
線
が
引
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
け
ば
描
き
込
む
は
ず
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
前
述
し
た
右
隻
第
一
扇
房
の
配
置
変
更
や
、
左
隻
第
二
扇
脚跗
部
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
品
の
作
者
に
は
制
作
に
つ
い
て
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
瞬
発
力
と
客
観
的
な
判
断
力
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
鷹
を
描
く
者
、
道
具
類
を
描
く
者
、
線
描
す
る
者
、
彩
色
す
る
者
な
ど
と
役
割
分
担
が
定
め
ら
れ
た
分
業
に
よ
る
制
作
で
あ
る
。
そ
し
て
、
架
鷹
図
の
制
作
で
は
や
は
り
鷹
を
描
け
る
者
が
統
率
者
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
品
の
詳
細
な
観
察
と
類
似
作
品
と
の
比
較
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
絵
画
材
料
と
絵
画
技
術
の
解
明
に
取
組
ん
だ
。
絵
画
材
料
は
全
て
江
戸
時
代
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
後
世
の
新
た
な
絵
画
材
料
な
ど
は
な
か
っ
た
。
花
紺
青
に
お
い
て
は
む
し
ろ
制
作
時
代
を
裏
付
け
る
材
料
で
あ
っ
た
。
本
品
に
は
直
庵
の
真
筆
に
み
る
表
現
と
は
、
明
ら
か
に
異
な
る
描
線
や
暈
か
し
な
ど
の
表
現
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
品
に
は
型
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
し
た
。
他
の
架
鷹
図
の
中
に
は
本
品
と
類
似
す
る
型
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
図
様
が
継
承
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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し
か
し
な
が
ら
、
本
品
の
作
者
（
統
率
者
）
に
は
構
図
へ
の
配
慮
が
あ
り
、
絵
画
表
現
は
繊
細
で
、
型
に
捕
わ
れ
す
ぎ
ず
図
様
を
再
構
築
す
る
表
現
者
と
し
て
の
喜
び
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
品
の
作
者
（
統
率
者
と
従
事
者
）
に
備
わ
る
卓
越
し
た
技
量
と
豊
か
な
情
感
を
本
品
は
今
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
註１
本
論
考
は
、
平
成
三
十
年
度
公
益
財
団
法
人
文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団
助
成
採
択
研
究
報
告
書
『
金
沢
美
術
工
芸
大
学
所
蔵
「
架
鷹
図
屏
風
」
の
絵
画
材
料
と
絵
画
技
法
の
研
究
』
に
掲
載
し
た
論
考
に
加
筆
、
補
正
、
改
変
を
加
え
、
図
版
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
筆
部
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
度
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
員
特
別
研
究
「
金
沢
美
術
工
芸
大
学
に
お
け
る
文
化
財
修
理
の
実
践
(三
)〜
文
化
財
教
育
の
発
展
と
恒
常
化
へ
の
試
み
〜
」
の
成
果
の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。
２
本
研
究
に
関
す
る
研
究
助
成
、
報
告
書
、
学
会
発
表
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。（
二
〇
一
九
年
二
月
現
在
）
【
研
究
助
成
】
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
員
特
別
研
究
（
二
〇
一
六
年
、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
八
年
）
公
益
財
団
法
人
文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団
研
究
助
成
（
二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
八
年
）
公
益
財
団
法
人
出
光
文
化
福
祉
財
団
修
復
助
成
（
二
〇
一
七
年
）
【
報
告
書
】
金
沢
美
術
工
芸
大
学
所
蔵
曾
我
二
直
菴
印
「
架
鷹
図
屏
風
」
平
成
二
八
年
度
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
員
特
別
研
究
報
告
書
「
金
沢
美
術
工
芸
大
学
に
お
け
る
文
化
財
修
理
の
実
践
」
研
究
代
表
者
荒
木
恵
信
共
同
研
究
者
佐
藤
一
郎
二
〇
一
七
・
三
〈
掲
載
論
考
〉
佐
藤
一
郎
『
曾
我
二
直
庵
印
「
架
鷹
図
屏
風
」
予
備
調
査
』、
荒
木
恵
信
「
金
沢
美
術
工
芸
大
学
に
お
け
る
文
化
財
修
理
の
実
践
」
金
沢
美
術
工
芸
大
学
所
蔵
「
架
鷹
図
屏
風
」
平
成
二
九
年
度
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
員
特
別
研
究
報
告
書
「
金
沢
美
術
工
芸
大
学
に
お
け
る
文
化
財
修
理
の
実
践
（
二
）
〜
文
化
的
価
値
の
普
遍
化
に
関
す
る
試
み
〜
」
研
究
代
表
者
荒
木
恵
信
共
同
研
究
者
佐
藤
一
郎
二
〇
一
八
・
三
〈
掲
載
論
考
〉
佐
藤
一
郎
『
金
沢
美
術
工
芸
大
学
所
蔵
曾
我
二
直
菴
印
「
架
鷹
図
屏
風
」
の
絵
画
材
料
、
絵
画
技
法
の
調
査
研
究
』、
四
宮
美
帆
子
『
曾
我
二
直
菴
印
「
架
鷹
図
屏
風
」
の
美
術
史
学
的
見
解
』、荒
木
恵
信「
金
沢
美
術
工
芸
大
学
に
お
け
る
文
化
財
修
理
の
実
践（
二
）
〜
文
化
的
価
値
の
普
遍
化
に
関
す
る
試
み
〜
」
平
成
二
九
年
度
公
益
財
団
法
人
文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団
助
成
採
択
研
究
報
告
書
『
金
沢
美
術
工
芸
大
学
所
蔵
「
架
鷹
図
屏
風
」
の
自
然
科
学
的
基
礎
研
究
』
研
究
代
表
者
荒
木
恵
信
共
同
研
究
者
佐
藤
一
郎
、
高
橋
明
彦
、
四
宮
美
帆
子
、
加
藤
謙
一
二
〇
一
八
・
三
〈
掲
載
論
考
〉
荒
木
恵
信
『
金
沢
美
術
工
芸
大
学
所
蔵
「
架
鷹
図
屏
風
」
を
め
ぐ
る
視
点
〜
鷹
道
文
化
を
理
解
す
る
た
め
の
基
と
し
て
〜
』、
加
藤
謙
一
「
架
鷹
図
屏
風
と
大
学
美
術
館
」
荒
木
恵
信
『
曾
我
二
直
菴
印
「
架
鷹
図
屏
風
」
の
保
存
に
お
け
る
研
究
│
金
沢
美
術
工
芸
大
学
に
お
け
る
文
化
財
修
理
の
実
践
│
』
金
沢
美
術
工
芸
大
学
紀
要
六
二
号
二
〇
一
八
・
三
佐
藤
一
郎
『
金
沢
美
術
工
芸
大
学
所
蔵
曾
我
二
直
菴
印
「
架
鷹
図
屏
風
」
予
備
調
査
』
金
沢
美
術
工
芸
大
学
紀
要
六
二
号
二
〇
一
八
・
三
金
沢
美
術
工
芸
大
学
に
お
け
る
文
化
財
修
理
の
実
践
（
三
）
〜
文
化
財
教
育
の
発
展
と
恒
常
化
へ
の
試
み
〜
平
成
三
十
年
度
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
員
特
別
研
究
報
告
書
研
究
代
表
者
荒
木
恵
信
共
同
研
究
者
佐
藤
一
郎
二
〇
一
九
・
三
〈
掲
載
論
考
〉
佐
藤
一
郎
『
金
沢
美
術
工
芸
大
学
所
蔵
「
架
鷹
図
屏
風
」
の
調
査
研
究
に
参
加
し
て
』、
荒
木
恵
信
『「
文
化
財
」
を
理
解
す
る
は
じ
め
の
手
が
か
り
と
し
て
〜
金
沢
美
術
工
芸
大
学
所
蔵
「
架
鷹
図
屏
風
」
の
事
例
か
ら
〜
』
荒
木
恵
信
「
文
化
財
と
し
て
の
価
値
の
構
築
と
そ
の
普
遍
化
に
つ
い
て
」
金
沢
美
術
工
芸
大
学
紀
要
六
三
号
二
〇
一
九
・
三
佐
藤
一
郎
『
金
沢
美
術
工
芸
大
学
所
蔵
「
架
鷹
図
屏
風
」
の
絵
画
材
料
、
絵
画
技
術
の
調
査
研
究
』
金
沢
美
術
工
芸
大
学
紀
要
六
三
号
二
〇
一
九
・
三
【
学
会
発
表
】
二
〇
一
七
年
文
化
財
保
存
修
復
学
会
第
三
九
回
大
会
ポ
ス
タ
ー
発
表
金
沢
美
術
工
芸
大
学
に
お
け
る
文
化
財
修
理
の
実
践
研
究
代
表
者
荒
木
恵
信
共
同
研
究
者
佐
藤
一
郎
『
文
化
財
保
存
修
復
学
会
第
三
九
回
大
会
於
金
沢
研
究
発
表
要
旨
集
』、
一
九
八－
一
九
九
項
二
〇
一
八
年
文
化
財
保
存
修
復
学
会
第
四
〇
回
大
会
ポ
ス
タ
ー
発
表
金
沢
美
術
工
芸
大
学
所
蔵
「
架
鷹
図
屏
風
」
の
自
然
科
学
的
調
査
と
保
存
に
関
す
る
研
究
研
究
代
表
者
荒
木
恵
信
共
同
研
究
者
佐
藤
一
郎
、
四
宮
美
帆
子
、
高
橋
明
彦
、
加
藤
謙
一
『
文
化
財
保
存
修
復
学
会
第
四
〇
回
大
会
於
高
知
研
究
発
表
要
旨
集
』、
二
七
六－
二
七
七
項
二
〇
一
九
年
文
化
財
保
存
修
復
学
会
第
四
一
回
大
会
ポ
ス
タ
ー
発
表
金
沢
美
術
工
芸
大
学
所
蔵
「
架
鷹
図
屏
風
」
の
絵
画
材
料
と
絵
画
技
術
の
研
究
研
究
代
表
者
荒
木
恵
信
共
同
研
究
者
佐
藤
一
郎
、『
文
化
財
保
存
修
復
学
会
第
四
一
回
大
会
於
東
京
研
究
発
表
要
旨
集
』、
九
二－
九
三
項
３
前
記
「
注
１
」
四
宮
美
帆
子
『
曾
我
二
直
菴
印
「
架
鷹
図
屏
風
」
の
美
術
史
学
的
見
解
』
参
照本
紙
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
直
菴
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
二
直
菴
の
真
筆
に
確
認
さ
れ
る
基
準
印
と
は
形
状
が
異
な
っ
て
お
り
、
図
様
か
ら
推
測
し
て
も
本
品
の
作
者
は
二
直
菴
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
鷹
や
道
具
類
に
み
ら
れ
る
表
現
は
直
庵
や
二
直
菴
に
類
似
す
る
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点
が
多
い
。
ま
た
、
用
い
ら
れ
て
い
る
材
料
か
ら
は
、
制
作
年
代
を
直
庵
や
二
直
菴
の
活
躍
し
た
時
期
か
ら
そ
れ
ほ
ど
隔
た
り
の
な
い
江
戸
時
代
初
期
と
推
測
し
た
。
こ
れ
ら
か
ら
本
品
の
作
者
を
推
測
す
る
と
、
直
庵
や
二
直
菴
に
所
縁
の
あ
る
者
と
考
え
ら
れ
る
。
４
前
記
「
注
１
」
金
沢
美
術
工
芸
大
学
所
蔵
曾
我
二
直
菴
印
「
架
鷹
図
屏
風
」
平
成
二
八
年
度
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
員
特
別
研
究
報
告
書
「
金
沢
美
術
工
芸
大
学
に
お
け
る
文
化
財
修
理
の
実
践
」
参
照
５
修
理
に
と
も
な
い
本
紙
を
屏
風
か
ら
外
し
た
際
に
確
認
し
た
。
６
本
紙
の
繊
維
分
析
中
で
あ
り
、
改
め
て
報
告
し
た
い
。
７
早
川
泰
弘
・
城
野
誠
治
「
日
本
絵
画
に
用
い
ら
れ
る
彩
色
材
料
の
多
様
性
と
変
遷
」：『
C
olor
&
M
aterial│
日
本
絵
画
の
色
と
材
料
│
』
二
〇
一
八
年（
ラ
イ
ブ
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
ス
）
８
『
江
戸
鳥
類
大
図
鑑
よ
み
が
え
る
江
戸
鳥
類
の
精
華
「
観
文
禽
譜
」』
二
〇
〇
六
年
（
平
凡
社
）
参
照
９
淡
い
黄
褐
色
の
こ
と
。
10
後
補
の
頭
部
が
描
か
れ
た
補
紙
の
下
層
に
は
、
制
作
当
初
の
図
様
が
の
こ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
、
本
紙
の
修
理
の
際
に
裏
面
か
ら
目
視
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。
11
稲
畑
ル
ミ
子
『
作
品
紹
介
曽
我
直
庵
筆
「
架
鷹
図
屏
風
」（
島
津
家
旧
蔵
）』：『
奈
良
県
立
美
術
館
紀
要
』
二
〇
〇
〇
年
（
奈
良
県
立
美
術
館
）
12
他
に
描
線
を
確
認
で
き
な
い
箇
所
は
、
右
隻
第
五
扇
赤
色
の
大
緒
の
組
ま
れ
る
左
側
の
一
本
と
、
画
面
左
の
架
木
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
大
緒
下
辺
、
左
隻
第
二
扇
白
色
の
大
緒
の
下
方
結
び
目
の
あ
た
り
、
左
隻
第
六
扇
青
色
の
大
緒
最
も
高
い
位
置
の
環
状
部
分
と
そ
の
下
方
の
赤
色
の
大
緒
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
は
擦
れ
な
ど
に
よ
る
欠
損
の
可
能
性
も
あ
る
。
参
考
文
献
『曾
我
直
庵
・
二
直
菴
の
絵
画
』
図
録
一
九
八
九
年
（
奈
良
県
立
美
術
館
）
『小
学
館
の
図
鑑
N
E
O
』
５
鳥
二
〇
〇
二
年
（
小
学
館
）
『鳥
の
形
態
図
鑑
』
赤
勘
兵
衛
解
説
・
岩
井
修
一
二
〇
〇
八
年
『平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
祭
特
別
展
花
鳥
画
│
中
国
・
韓
国
と
日
本
│
』
図
録
二
〇
一
〇
年
（
奈
良
県
立
美
術
館
）
知
念
理
『
田
村
直
翁
筆
「
架
鷹
図
押
絵
貼
屏
風
」（
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
』：『
大
阪
市
立
美
術
館
紀
要
一
三
』
二
〇
一
三
年
（
大
阪
市
立
美
術
館
）
『オ
オ
タ
カ
識
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
版
オ
オ
タ
カ
の
日
本
産
固
有
亜
種
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
亜
種
と
の
識
別
』
二
〇
一
五
年
環
境
省
自
然
環
境
局
野
生
生
物
課
https://w
w
w
.env.go.jp/nature/kisho/dom
estic/otaka/20160511_ootaka_m
anual_
kaitei.pdf
四
宮
美
帆
子
「
曾
我
二
直
菴
筆
架
鷹
図
屏
風
」：『
國
華
第
一
四
四
四
号
』
二
〇
一
六
年
国
華
社
謝
辞本研
究
に
際
し
ま
し
て
多
大
な
ご
協
力
と
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
公
益
財
団
法
人
文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団
、
佐
藤
一
郎
先
生
、
四
宮
美
帆
子
氏
、
高
橋
明
彦
先
生
、
加
藤
謙
一
氏
、
山
本
一
先
生
、
半
田
昌
規
先
生
、
田
沢
裕
賀
氏
、
土
屋
裕
子
氏
、
木
島
隆
康
先
生
、
高
橋
香
里
氏
、
永
吉
秀
司
先
生
、
稲
畑
ル
ミ
子
氏
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
美
術
工
芸
研
究
所
、
一
般
財
団
法
人
石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
協
会
及
び
工
房
、
公
益
財
団
法
人
出
光
文
化
福
祉
財
団
、
試
験
片
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
金
沢
美
術
工
芸
大
学
大
学
院
二
年
中
田
日
菜
子
氏
、
そ
の
他
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
貴
重
な
資
料
の
調
査
及
び
、
本
稿
に
お
い
て
画
像
掲
載
の
ご
許
可
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
奈
良
県
立
美
術
館
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
佐
藤
一
郎
先
生
に
は
、
本
研
究
に
当
初
か
ら
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
研
究
期
間
に
お
い
て
は
文
化
財
保
存
修
復
及
び
絵
画
技
法
・
材
料
、
調
査
研
究
、
教
育
に
関
し
ま
し
て
多
大
な
ご
指
導
と
激
励
を
賜
り
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
あ
ら
き
・
け
い
し
ん
／
日
本
画
・
文
化
財
保
存
学
）
（
二
〇
一
九
年
一
一
月
七
日
受
理
）
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虹彩
蝋膜
上嘴
眉班 過眼線
横斑 軸班（成鳥）
脛毛
䋰蹠
外趾
中趾
内趾
把握突起
後趾
縦斑（幼鳥）
耳羽
腮
下嘴
喉
胸部
鼻孔
眼先
頭部
小雨覆
中雨覆
大雨覆
次列風切
初列風切
下尾筒
尾羽
小翼羽
もとおり
大緒中心に
ある柔革
大緒
架木
横軸棒
初列雨覆
頬
肩羽
足革
襟羽
腹部
脚䋰部
架垂
腰部
背部
アイリング
左隻第２扇（部分）
図１　図様各部名称
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右隻第１扇
右隻第２扇
右隻第３扇
右隻第４扇右隻第５扇右隻第６扇
左隻第１扇左隻第２扇左隻第３扇
左隻第４扇左隻第５扇左隻第６扇
図２　頭部
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図 3　羽根
図 4　脚跗部
右隻第 3扇左隻第 2扇右隻第 2扇左隻第 5扇
左隻第 1扇左隻第 4扇左隻第 3扇右隻第 5扇
左隻第 5扇左隻第 3扇左隻第 1扇
左隻第 4扇
右隻第 3扇　通常光画像右隻第 3扇　側光画像
右隻第 4扇　通常光画像右隻第 4扇　側光画像
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右隻第１扇
右隻第２扇
右隻第３扇
右隻第４扇右隻第５扇右隻第６扇
左隻第１扇左隻第２扇左隻第３扇
左隻第４扇左隻第５扇左隻第６扇
図２　頭部
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図 3　羽根
図 4　脚跗部
右隻第 3扇左隻第 2扇右隻第 2扇左隻第 5扇
左隻第 1扇左隻第 4扇左隻第 3扇右隻第 5扇
左隻第 5扇左隻第 3扇左隻第 1扇
左隻第 4扇
右隻第 3扇　通常光画像右隻第 3扇　側光画像
右隻第 4扇　通常光画像右隻第 4扇　側光画像
3
図 4　脚跗部
3
1435
左隻第 5扇左隻第 3扇左隻第 1扇
左隻第 4扇
右隻第 3扇　通常光画像右隻第 3扇　側光画像
右隻第 4扇　通常光画像右隻第 4扇　側光画像
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右隻第１扇右隻第２扇右隻第３扇
右隻第４扇右隻第５扇右隻第６扇
左隻第１扇左隻第２扇左隻第３扇
左隻第４扇左隻第５扇左隻第６扇
図５　もとおり
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左隻第 3扇左隻第 5扇右隻第 1扇右隻第 2扇
左隻第 6扇左隻第 2扇右隻第 3扇右隻第 3扇
左画像の部分拡大
左隻第 1扇左隻第 4扇左隻第 3扇右隻第 5扇
左隻第 4扇 右隻第 5扇 右隻第 4扇左隻第 5扇
図 6　大緒
図 7　房
図 8　架木に打たれた金具など
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右隻第１扇右隻第２扇右隻第３扇
右隻第４扇右隻第５扇右隻第６扇
左隻第１扇左隻第２扇左隻第３扇
左隻第４扇左隻第５扇左隻第６扇
図５　もとおり
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左隻第 3扇左隻第 5扇右隻第 1扇右隻第 2扇
左隻第 6扇左隻第 2扇右隻第 3扇右隻第 3扇
左画像の部分拡大
左隻第 1扇左隻第 4扇左隻第 3扇右隻第 5扇
左隻第 4扇 右隻第 5扇 右隻第 4扇左隻第 5扇
図 6　大緒
図 7　房
図 8　架木に打たれた金具など
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図 9　本品と奈良県美本との照合①　
図 10　本品と奈良県美本との照合②　
奈良県美本　B隻第 1扇
奈良県美本　B隻第 5扇
本品　右隻第 1扇
本品　右隻第 2扇
部分
部分
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図 11　本品と奈良県美本との照合③　
図 12　本品と奈良県美本との照合④　
奈良県美本　B隻第 3扇
奈良県美本　B隻第 2扇
本品　右隻第 3扇
本品　右隻第 4扇
部分
部分
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図 13　本品と奈良県美本との照合⑤　
図 14　本品と奈良県美本との照合⑥　
奈良県美本　A隻第 3扇
奈良県美本　A隻第 5扇
本品　右隻第 5扇
本品　右隻第 6扇
部分
部分
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図 15　本品と奈良県美本との照合⑦　
図 16　本品と奈良県美本との照合⑧　
奈良県美本　B隻第 6扇
奈良県美本　A隻第 1扇
本品　左隻第 1扇
本品　左隻第 2扇
部分
部分
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図 17　本品と奈良県美本との照合⑨　
図 18　本品と奈良県美本との照合⑩　
奈良県美本　A隻第 2扇
奈良県美本　A隻第 6扇
本品　左隻第 3扇
本品　左隻第 4扇
部分
部分
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図 19　本品と奈良県美本との照合⑪　
図 20　本品と奈良県美本との照合⑫　
奈良県美本　B隻第 4扇
奈良県美本　A隻第 4扇
本品　左隻第 5扇
本品　左隻第 6扇
部分
部分
